
令和７年度水質検査計画 

高津川水源地「大蛇ヶ池」 

令和７年3月 

吉賀町水道事業 

（建設水道課） 

水質検査計画とは 

水質検査計画とは、水質検査の適正化を確保するために検査を行う項目や検

査頻度等を定めたものです。  

内容 

１．基本方針 

２．水道事業の概要及び水質状況と留意点 

３．水質検査における項目・採水地点・検査頻度及びその理由 

４．臨時の水質検査 

５．水質検査の方法 

６．水質検査計画及び検査結果の公表の方法 

７．その他 



１．基本方針 

安心で安全な水を供給することは、水道事業者の最も基本的な使命であり、

様々な項目の水質検査により水質の安全を確認しています。 

吉賀町建設水道課では、過去の水質検査結果から水源の状況等を踏まえたう

え、効率的で合理的な水質検査の実施を行うとともに、これに基づく水質検査

結果について水道の需要者に公表すること等を通じ、水道事業の透明性を確保

することを目的として本計画を定めます。 

２．水道事業の概要及び水質管理上の留意点 

 当町においては、現在、17箇所の水源を有しており、各浄水場で処理された

水は配水池を経て町内各所へ給水されています。 

 各施設の概要及び水質管理上の留意点を別表1に示します。 

３．水質検査における項目・採水地点・検査頻度及びその理由（水質検査を省

略する項目及びその理由） 

 １）浄水（原水を処理した後の水）の水質検査 

    浄水の水質については、水道法施行規則第 15 条の規程により別表 2

のとおり供給される基準が定められており、これに基づき下記のとおり

検査を行います。 

    なお、採水地点は各浄水場の給水区域ごとの給水栓とします。 

  ①毎日検査項目 

    給水されている水に異常がないことを確かめるため、1 日 1 回、色・

濁り・残留塩素の3項目の検査を行います。 

   ○色、濁り：試験管に採水し、目視にて確認します。 

   ○残留塩素：試験管に採水後、試薬を入れ、着色度合いにより残留塩素

濃度を測定します。 

  ②毎月検査項目 

    一般細菌、大腸菌、塩化物イオン、有機物、ｐＨ、味、臭気、色度、

濁度の9項目について、毎月1回検査を行います。 

  ③３ヶ月に１回検査する項目 

上記①②以外の項目については、３ヶ月に１回検査を行います。 

 ただし、別表２中３～９、１１～２０、３２～３７、３９～４１、



４４、４５の項目については、原水に起因する項目ですので、水源の

状況が安定している場合には大きな変動はありません。 

このため過去の検査値が基準値を大きく下回っている場合は、水源

状況の状態を考慮したうえで、次のとおり検査回数を減らすことが可

能です。 

○過去３年間における検査結果が基準値の１／１０以下の場合、検査

頻度を３年に１回に低減できる。 

○過去３年間における検査結果が基準値の１／５以下の場合、検査頻

度を１年に１回に低減できる。 

◎また、別表２に掲げる▲印の項目は、過去の検査結果が基準値の１

／２を超えたことがない場合は、水源の状況に応じ検査を３年に１回

に省略することができます。検査を省略した場合でも、３年に１回は

水質の状況を確認するため検査を行うことが必要です。 

項目を省略することで、過去３年間の検査結果が基準値の１／１０

～１／２である項目も、３年に１回検査をすれば良いことになります

が、過去３年間に基準値の１／１０を超えたことのある項目は、より

厳しい監視が必要と考えられることから、原則として省略という扱い

はしないこととします。 

これら各施設別の検査頻度を別表３に示します。 

 ２）原水（水源池から直接取水した処理をする前の水）の検査 

    原水の検査については、定期的な検査によって水源状況の変動傾向を

把握するため、水質基準５１項目のうち消毒副生成物１１項目を除く４

０項目（ただし、４８項目の味は除き、おおまかな水質変化を知る上で

の指標となる導電率を加える）について、年１回行います。 

    また、糞便に起因するとされるクリプトスポリジウム（病原性微生物）

対策として、汚染のリスクレベル（厚生労働省発：水道におけるクリプ

トスポリジウム等対策指針）に基づく適切な頻度にて、クリプトスポリ

ジウム検査、指標菌（大腸菌・嫌気性芽胞菌）の検査を行います（吉賀

町では全水源年１回）。 

４．臨時の水質検査 

供給する水が水質基準に適合しない恐れがある場合、臨時の水質検査を行い

ます。その要件は以下のとおりです。 

 １）水源の水質が著しく悪化したとき 



 ２）水源に異常があったとき 

 ３）水源付近、給水地域及びその周辺等において消化器系伝染病が流行して

いるとき。 

 ４）浄水過程に異常があったとき 

 ５）配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染された恐れがあると

き 

 ６）その他特に必要があると認められたとき 

５．水質検査の方法 

当町では自ら検査を行う施設を有していないため、毎日検査以外の項目検査

については、水道法第２０条第３項に基づき厚生労働大臣の登録を受けた検査

機関へ委託して行います。 

 また、毎日検査については平成 22 年 4 月より地域住民の方へ委託し検査を

実施しています。 

６．水質検査計画及び検査結果の公表の方法 

安全で安心な水を供給するため、水質検査計画及び検査結果をホームページ

にて公表いたします。 

 また、これらの事項について、町民の皆様からご意見をいただき、参考とさ

せていただくことにより、各地域の水道にあった水質検査計画を定めることが

できると考えております。 

 次の世代に安全で安心な水道を残していくために、皆様のご協力をお願いい

たします。 

７．その他 

１）検査結果の評価 

水質検査の結果、もし基準値を超える項目があった場合には、直ちに原因

究明に努め、安全性確保のために必要な措置を講じ、再検査を行うこととし

ます。 



２）検査の精度と信頼性保証 

  水道水の安全性を確保し、町民に信頼される水道水を供給するためには、

水質検査の精度と信頼性保証は極めて重要です。そのため、当町では水質検

査の委託先である登録水質検査機関の精度管理体制等を厳しく審査し、適切

な水質管理ができるよう努めてまいります。 

 ３）関係機関との連携 

  関係機関との連携については、次に示すとおり行います。 

   厚生労働省               益田保健所 

   県薬事衛生課 

協議・相談 

指導・助言   ・報告     指導・助言 

協議・相談     

・報告 

技術的相談 

      吉賀町建設水道課              登録検査機関 

情報提供・助言 

断水・水質異常等       水質管理・施設管理 

情報提供           情報提供 

        利用者（町民） 



４）検査計画の見直し 

  水質検査の実施については、検査計画に基づいて行いますが、以下の場合

には随時検査計画を見直すものとします。 

  ①水源の変更（新規、増設等）を行った場合。（過去のデータによる検討が

不可能になるため。） 

  ②処理方法について、追加又は削除等の変更（ろ過方法の導入や変更等）

が生じた場合。（過去のデータによる検討が不可能になるため。） 

  ③水辺周辺に異常が確認された場合。（水源水質の安全が確認できる計画に

変更） 

  ④その他検査計画の変更が必要と認めた場合。 

≪水質検査計画の概念 フローチャート≫ 

水道事業者 

       水質検査計画の策定   

                              利 用 者 

   見直し   検査の実施  

        検査の評価（結果）  

公 表 

意 見 



№ 施設名 所在地 給水区域（管理の都合上変更の場合有） 水源名 水源の種類 浄水方法 計画取水量 水質管理上の留意点

1 蔵木浄水場 吉賀町田野原
田野原（河津金山谷地区を除く。）、樋
口、蔵木 蔵木第二水源 地下水（浅井戸） 紫外線処理 282 ／日 「フッ素及びその化合物」の検出状況

2 六日市浄水場 吉賀町立河内
幸地、有飯、立河内、六日市（鹿足河内地区の
一部を除く）、沢田、広石、立戸、九郎原 六日市水源 地下水（浅井戸） 緩速ろ過 1286 ／日 「フッ素及びその化合物」の検出状況

3 蓼野浄水場 吉賀町蓼野
朝倉、蓼野（河山地区及び捨河内地区を除
く。）、注連川 石原谷水源 表流水 緩速ろ過 326 ／日

4 七日市浄水場 吉賀町抜月 抜月 七日市水源 地下水（浅井戸） 急速ろ過 82 ／日

「ホウ素及びその化合物」、「アルミニ
ウム及びその化合物」、「蒸発残留物」
の検出状況

5 伊勢原浄水場 吉賀町七日市 七日市（伊勢原地区の一部を除く）、真田 伊勢原水源 地下水（浅井戸） 緩速ろ過 344 ／日

6 高尻浄水場 吉賀町上高尻 上高尻、下高尻 高尻水源 地下水（浅井戸） 紫外線処理 65 ／日 「フッ素及びその化合物」の検出状況

7 伊豆原浄水場 吉賀町福川
柿木、福川（栗木地区）、白谷（大井谷地区及
び杉山地区を除く）、下須、津和野町新畑 伊豆原水源 地下水（浅井戸） 紫外線処理 449 ／日 「ヒ素及びその化合物」の検出状況

8 福川浄水場 吉賀町福川
福川（栗木地区及び折橋地区を除く）、椛
谷（茂土路地区及び土場地区） 新井ヶ原水源 地下水（浅井戸） 急速ろ過 90 ／日

「鉛及びその化合物」、「アルミニウム
及びその化合物」の検出状況

9 大野原浄水場 吉賀町木部谷
大野原（月瀬地区の一部を除く）、木部谷（落
合地区、下木部地区及び中村地区） 杜水源 地下水（浅井戸） 紫外線処理 96 ／日 「フッ素及びその化合物」の検出状況

10 黒渕浄水場 吉賀町椛谷 椛谷（黒渕地区） 黒渕水源 地下水（深井戸） 急速ろ過 26 ／日 「蒸発残留物」の検出状況

11 大井谷浄水場 吉賀町白谷 白谷（大井谷地区） 大井谷第二水源 表流水 緩速ろ過 14 ／日

12 上木部浄水場 吉賀町木部谷 木部谷（上木部地区） 口屋水源 地下水（浅井戸） 緩速ろ過 23 ／日

13 河山浄水場 吉賀町蓼野 蓼野（河山地区） 河山水源 地下水（浅井戸） 緩速ろ過 36 ／日 「ヒ素及びその化合物」の検出状況

14 杉山浄水場 吉賀町白谷 白谷（杉山地区）
杉山水源
杉山第二水源

地下水（浅井戸）
河川水 膜ろ過

ー ／日
8 ／日

「ヒ素及びその化合物」、「硝酸態窒素及び亜
硝酸態窒素」、「フッ素及びその化合物」の検
出状況

15 中河内浄水場 吉賀町椛谷 椛谷（中河内地区） 中河内水源 伏流水 膜ろ過 10 ／日 「ヒ素及びその化合物」の検出状況

16 椛谷浄水場 吉賀町椛谷 椛谷（椛谷地区） 椛谷水源 伏流水 緩速ろ過 16 ／日 「ヒ素及びその化合物」の検出状況

別表1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水道事業の概要及び水質管理上の留意点



番号 1回/月 1回/3月 1回/1年 1回/3年
検討後
省略

△に関
する注 備　　　　　考

1 ○
2 ○
3 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

4 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

5 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

6 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺・使用薬品・使用資機材の状況により省略可

7 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

8 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺・使用薬品・使用資機材の状況により省略可

9 ○ △ △ 注1
10 ○
11 ○ △ △ 注1
12 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

13 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

14 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況・周辺地下水状況により省略可

15 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況・周辺地下水状況により省略可

16 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況・周辺地下水状況により省略可

17 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況・周辺地下水状況により省略可

18 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況・周辺地下水状況により省略可

19 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況・周辺地下水状況により省略可

20 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況・周辺地下水状況により省略可

21 塩素酸 ○
22 クロロ酢酸 ○
23 クロロホルム ○
24 ジクロロ酢酸 ○
25 ジブロモクロロメタン ○
26 臭素酸 ○ ▲ ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

27 総トリハロメタン ○
28 トリクロロ酢酸 ○
29 ブロモジクロロメタン ○
30 ブロモホルム ○
31 ホルムアルデヒド ○
32 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺・使用薬品・使用資機材の状況により省略可

33 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺・使用薬品・使用資機材の状況により省略可

34 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺・使用薬品・使用資機材の状況により省略可

35 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺・使用薬品・使用資機材の状況により省略可

36 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

37 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

38 ○ △ 連続監視をしている場合は1回/3月でも可

39 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

40 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

41 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

42 △ ▲ 注2 ▲は、原水・水源・その周辺状況・藻類発生状況により省略可

43 △ ▲ 注2 ▲は、原水・水源・その周辺状況・藻類発生状況により省略可

44 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

45 ○ △ △ ▲ 注1 ▲は、原水・水源・その周辺状況により省略可

46 ○ △ 連続監視をしている場合は1回/3月でも可

47 ○ △ 連続監視をしている場合は1回/3月でも可

48 ○ △ 連続監視をしている場合は1回/3月でも可

49 ○ △ 連続監視をしている場合は1回/3月でも可

50 ○ △ 連続監視をしている場合は1回/3月でも可

51 ○ △ 連続監視をしている場合は1回/3月でも可

色度

濁度

注）1　原水の水質が大きく変わる恐れが少ないと認められる場合、過去3年間における検査結果によっては検査頻度を次のとおりとできる。

▲で省略する場合は過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがないものであること。

▲で省略した項目についても、3年に1回は水道水質の状況に変化がないことを確認すること。

　　過去の検査結果データが基準値の1/5以下　………　検査頻度　1回/年

　　過去の検査結果データが基準値の1/10以下　………　検査頻度　1回/3年

注）2　藻類の発生が少なく検査を行う必要がないことが明らかであると認められる期間を除く。

非イオン界面活性剤

フェノール類

有機物（ＴＯＣ）

ＰＨ値

味

臭気

塩化物イオン

カルシウム、マグネシウム等（硬度）

蒸発残留物

陰イオン界面活性剤

ジェオスミン

2-メチルイソボルネオール

トリクロロエチレン

ベンゼン

消
毒
副
生
成
物

亜鉛及びその化合物

性

状

に

関

す

る

項

目

アルミニウム及びその化合物

鉄及びその化合物

銅及びその化合物

ナトリウム及びその化合物

マンガン及びその化合物

ほう素及びその化合物

四塩化炭素

1，4-ジオキサン
シス-1，2-ジクロロエチレン及びトランス1，2-ジクロロエチレン

ジクロロメタン

テトラクロロエチレン

ヒ素及びその化合物

六価クロム化合物

シアン化物イオン及び塩化シアン

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

亜硝酸態窒素

フッ素及びその化合物

別表2

水　　　質　　　基　　　準

項　　　　　目

一般細菌

健

康

に

関

す

る

項

目

大腸菌

カドミウム及びその化合物

水銀及びその化合物

セレン及びその化合物

鉛及びその化合物



蔵木 六日市 蓼野 七日市 伊勢原 高尻 伊豆原 福川 大野原 黒渕 大井谷 上木部 河山 杉山 中河内 椛谷

1 一般細菌 100個／ｍ 以下 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

2 大腸菌 不検出 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

3 カドミウム及びその化合物 0.003 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

4 水銀及びその化合物 0.0005 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

5 セレン及びその化合物 0.01 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

6 鉛及びその化合物 0.01 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

7 ヒ素及びその化合物 0.01 1 0 1 1 0 0 4 1 1 1 0 0 4 4 4 4

8 六価クロム化合物 0.02 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

9 亜硝酸態窒素 0.04 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 4 0 0

12 フッ素及びその化合物 0.8 4 4 0 1 0 4 0 1 4 1 0 0 0 4 0 0

13 ホウ素及びその化合物 1 0 0 0 4 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

14 四塩化炭素 0.002 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

15 1，4-ジオキサン 0.05 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

16 シス-1，2-ジクロロエチレン及びトランス-1，2-ジクロロエチレン 0.04 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

17 ジクロロメタン 0.02 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

18 テトラクロロエチレン 0.01 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

19 トリクロロエチレン 0.01 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

20 ベンゼン 0.01 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

21 塩素酸 0.6 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

22 クロロ酢酸 0.02 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

23 クロロホルム 0.06 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

24 ジクロロ酢酸 0.03 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

25 ジブロモクロロメタン 0.1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

26 臭素酸 0.01 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

27 総トリハロメタン 0.1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

28 トリクロロ酢酸 0.03 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

29 ブロモジクロロメタン 0.03 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

30 ブロモホルム 0.09 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

31 ホルムアルデヒド 0.08 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

32 亜鉛及びその化合物 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

33 アルミニウム及びその化合物 0.2 1 0 0 3 0 0 0 3 1 1 0 0 0 0 0 0

34 鉄及びその化合物 0.3 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

35 銅及びその化合物 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

36 ナトリウム及びその化合物 200 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

37 マンガン及びその化合物 0.05 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

38 塩化物イオン 200 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0

40 蒸発残留物 500 1 0 1 4 0 0 1 1 1 4 0 1 0 1 0 0

41 陰イオン界面活性剤 0.2 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

42 ジェオスミン 0.00001 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

43 2-メチルイソボルネオール 0.00001 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

44 非イオン界面活性剤 0.02 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

45 フェノール類 0.005 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

46 有機物（ＴＯＣ） 3 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

47 ＰＨ値 5.8～8.6 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

48 味 異常でないこと 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

49 臭気 異常でないこと 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

50 色度 5度以下 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

51 濁度 2度以下 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

施　　設　　別　　水　　質　　検　　査　　頻　　度

別表3 令和7年3月29日現在

番号 項　　　　　目
基準値

（㎎／ 以下）

検　　査　　頻　　度　　（　　回　　／　　年　　）


